
００ ４

２
１
緒
言

号
中
国
伝
統
医
学
に
は
幾
つ
か
の
診
断
法
が
有
る
。
中
で
も
脈
診

１筆
は
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
脈
診
の
発
生
時
期
は
ほ
と
ん
ど
想

０詩
像
に
頼
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
始
め
は
基
準
と
な
る
言
葉

誌
（
Ⅱ
脈
状
）
の
創
作
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
脈
は
拍
動
す
る
の

熱
み
で
あ
り
、
何
ら
か
の
基
準
無
し
で
の
分
別
は
不
可
能
で
あ
る
。

唾
浮
沈
や
遅
数
と
い
う
基
準
に
よ
り
脈
の
位
置
や
速
度
が
意
識
さ
れ

本日
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
脈
状
は
病
態
把
握
の
体
系
化
に
随
い
、
体

系
的
な
記
載
に
移
行
す
る
。
脈
状
の
体
系
化
は
、
『
脈
経
」
巻
第

一
冒
頭
の
二
十
四
脈
状
を
一
つ
の
頂
点
と
し
、
以
後
、
二
十
四
脈

状
を
規
範
と
し
て
、
脈
診
の
体
系
は
変
遷
す
る
。
従
っ
て
、
中
国

伝
統
医
学
に
お
け
る
脈
診
の
研
究
は
、
先
ず
二
十
四
脈
状
の
体
系

を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
二
十
四
脈
状
と
体
系
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晴
唐
期
脈
状
記
載
と
の
比
較
に
よ
る
二
十

四
脈
状
の
検
討

中

川

俊
之

Ⅱ
二
十
四
脈
状
と
他
脈
状
記
載
と
の
比
較

二
十
四
脈
状
は
、
『
脈
経
』
巻
第
一
・
脈
形
状
指
下
秘
訣
第
一

に
見
え
る
総
字
数
二
四
○
字
の
記
載
を
指
す
。
二
十
四
種
の
脈
状

説
明
と
、
そ
れ
ら
を
相
類
で
分
類
し
た
八
対
十
六
脈
状
が
記
載
さ

れ
る
。
ま
た
、
記
載
順
に
浮
脈
か
ら
緊
脈
ま
で
を
陽
脈
、
沈
脈
以

下
を
陰
脈
に
分
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
脈
状
説
明
は
例
外
を

除
き
、
脈
状
の
み
の
記
載
で
あ
り
脈
證
は
無
い
。
『
脈
経
』
と
近

い
時
期
の
成
立
と
さ
れ
る
敦
猩
文
書
に
は
、
二
十
四
脈
状
と
体
系

が
類
似
す
る
記
載
が
散
見
す
る
。

『
亡
名
氏
脈
経
第
二
種
』
で
は
、
十
九
脈
状
が
記
載
さ
れ
、
脈

状
名
も
ほ
ぼ
二
十
四
脈
状
と
一
致
す
る
（
革
脈
が
牢
脈
と
な
っ
て

い
る
）
。
十
九
種
の
脈
状
は
、
九
対
十
八
脈
の
相
類
脈
状
と
細
脈

で
構
成
さ
れ
る
。
十
九
脈
状
の
他
に
、
「
別
有
四
種
：
得
此
者
死
」

と
し
て
予
後
不
良
の
四
脈
状
を
設
定
す
る
が
、
二
十
四
脈
状
に
見

え
る
促
散
結
代
動
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。

「
平
脈
略
例
』
甲
本
（
Ｓ
五
六
一
四
）
は
、
寸
関
尺
の
部
位
毎

の
類
似
す
る
階
唐
期
の
脈
診
記
載
を
比
較
資
料
と
し
、
二
十
四
脈

状
の
体
系
を
分
析
す
る
。
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に
十
九
脈
状
と
脈
證
が
記
載
さ
れ
る
。
脈
状
の
順
序
は
相
類
を
窺

わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
「
亡
名
氏
脈
経
第
二
種
』
と
ほ
ぼ
一
致
す

つ
（
》
Ｏ

『
玄
感
脈
経
」
は
、
「
脈
名
↓
脈
の
陰
陽
↓
脈
状
↓
名
日
○
也
」

と
い
う
体
例
で
、
二
十
三
種
の
脈
状
（
六
種
の
陽
脈
と
、
十
七
種

の
陰
脈
）
を
列
記
す
る
。
相
類
に
よ
る
分
類
は
見
え
な
い
。
二
十

四
脈
状
に
見
え
る
洪
脈
、
数
脈
、
散
脈
を
除
き
、
革
脈
と
牢
脈
、

濡
脈
と
軟
脈
を
分
け
て
記
載
す
る
。
二
十
四
脈
状
が
陽
脈
と
陰
脈

に
分
か
れ
る
構
造
に
似
る
が
、
細
部
に
違
い
が
有
る
。

敦
煙
文
書
と
の
比
較
か
ら
、
二
十
四
脈
状
は
十
九
脈
状
を
核
と

し
、
こ
れ
に
促
散
結
代
動
の
五
脈
状
を
加
え
て
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
（
四
脈
状
が
五
脈
状
に
な
っ
た
理
由
は
不

明
）
。
敦
煙
文
書
で
は
、
十
九
脈
状
と
そ
れ
以
外
の
脈
状
が
、
病

脈
と
死
脈
に
分
離
さ
れ
て
い
る
が
、
二
十
四
脈
状
で
は
、
相
類
か

関
連
脈
状
と
し
て
全
て
相
類
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
る
。

二
十
四
脈
状
の
脈
状
説
明
を
列
記
す
る
方
法
は
、
後
代
に
お
け

る
脈
状
記
載
の
規
範
と
な
る
。
後
代
の
脈
状
記
載
の
内
、
特
に
階

唐
期
ま
で
の
記
載
は
、
二
十
四
脈
状
か
ら
の
変
遷
を
知
る
上
で
重

要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
発
表
で
は
上
記
敦
埠
文
書
の
他
に
、
『
脈

訣
』
（
「
脈
訣
』
引
用
と
さ
れ
る
敦
煙
文
書
含
む
）
、
『
黄
帝
内
経
太

素
」
楊
上
善
注
、
「
難
経
集
注
」
（
呂
広
注
、
楊
玄
操
注
）
、
『
素

問
」
王
沐
注
、
「
千
金
方
」
、
「
千
金
翼
方
」
、
「
太
平
聖
恵
方
」
の

脈
状
記
載
を
比
較
資
料
と
し
、
二
十
四
脈
状
を
検
討
す
る
。

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


